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筑後川水系ダム群連携事業概要図
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筑
後
川
の
水
は
、上
流
域
か
ら
下
流
域
に
至
る
ま
で
、発
電
用

水
や
農
業
用
水
等
で
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、福

岡
都
市
圏
な
ど
へ
広
域
的
に
水
の
供
給
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
筑
後
川
は
、
北
部
九
州
に
お
け
る
重
要
な
用
水
供
給
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

筑
後
川
の
水
資
源
開
発
は
、
急
激
に
増
大
す
る
水
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
に
、都
市
用
水
等
の
開
発
を
下
流
域
の

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流
量
の
開
発
に
優
先
し

て
き
た
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

計
画
上
、
冬
場
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流

量
に
つ
い
て
は
、松
原
ダ
ム
・
下
筌
ダ
ム
か
ら
の
補
給
に
よ
り
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、夏
場
に
つ
い
て
は
既
存
の
寺
内
ダ
ム
・
大

山
ダ
ム
・
小
石
原
川
ダ
ム
か
ら
の
補
給
で
は
不
足
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
筑

後
川
水
系
ダ
ム

群
連
携
事
業
に

よ
り
、
流
量
が

豊
富
な
時
に
筑

後
川
本
川
か
ら

寺
内
ダ
ム
の
上

流
の
佐
田
川
に

最
大
2.0
㎥
／ｓ

導
水
し
、
江
川

ダ
ム
・
寺
内
ダ

ム
・
小
石
原
川

ダ
ム
の
利
水
容

量
の
一
時
的
な

空
容
量
に
貯
留

す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
足
す
る

流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
の

た
め
の
水
を
確

保
す
る
こ
と
と

　

筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
、筑
後
川
下
流
域
に
広
が
る
福
岡
・

佐
賀
両
県
の
広
大
な
農
地
に
水
を
供
給
す
る
た
め
筑
後
川
本
川

か
ら
導
水
す
る
た
め
の
基
幹
水
利
施
設
で
あ
り
、
当
地
域
の
農

業
用
水
の
安
定
供
給
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、

幹
線
水
路
は
地
域
の
排
水
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
取
水
施
設
な
ど
の
重
要
施
設
に
耐
震

性
能
不
足
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
地
震
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。本
事
業
に
よ
り
、
筑
後
川
下
流
に
お
け
る
流
水
の

正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
筑
後
川
水
系
の
水
資
源
開
発
の
総
仕
上
げ
と
な
る
重

要
な
事
業
と
い
え
ま
す
。

　

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
国
土

交
通
省
に
お
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
事
業

で
整
備
す
る
施
設
は
、
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
江
川
ダ
ム
、

寺
内
ダ
ム
、
小
石
原
川
ダ
ム
と
一
体
的
な
管
理
・
運
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
水
資
源
機
構
が
事
業
を
承
継

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
国
土
交
通
省
と
水
資
源
機

構
は
、
引
き
続
き
、
連
携
を
図
り
つ
つ
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

タイトル：水龍出現
撮影場所：市房ダム
撮 影 者：川島　美弥

流水の正常な機能の維持に必要な流量の確保のイメージ

し
も
う
け

き
っ
き
ん

　

水
資
源
機
構
は
、筑
後
川
水
系
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
に
７
施

設（
両
筑
平
野
用
水（
江
川
ダ
ム
）、寺
内
ダ
ム
、筑
後
大
堰
、筑
後

川
下
流
用
水
、福
岡
導
水
、大
山
ダ
ム
、小
石
原
川
ダ
ム
）を
完
成

さ
せ
、
約
４
０
，０
０
０
ha
へ
の
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
、
約
３

３
０
万
人
の
水
道
用
水
の
供
給
な
ど
を
行
い
、
流
域
内
外
の
各

種
用
水
の
需
要
に
応
え
、
渇
水
被
害
及
び
洪
水
被
害
の
軽
減
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
７
施
設
の
管
理
業
務
の
他
、既
存
施

設
の
大
規
模
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
能
の
確
保
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
福

岡
導
水
施
設
地
震
対
策
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら

に
加
え
、危
機
的
な
渇
水
、地
震
及
び
洪
水
等
に
よ
る
大
規
模
自

然
災
害
並
び
に
水
資
源
開
発
施
設
の
老
朽
化
、
劣
化
に
伴
う
大

規
模
な
事
故
等
、
水
資
源
を
巡
る
新
た
な
リ
ス
ク
や
課
題
に
対

応
す
べ
く
令
和
５
年
度
、
新
た
に
３
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
度
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
３
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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寺
内
ダ
ム
は
福
岡
県
朝
倉
市
の
筑
後
川
水
系
佐
田
川
に
位
置

す
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、洪
水
調
節
、か
ん
が
い
用
水
及
び

水
道
用
水
の
確
保
、流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し
、

昭
和
53
年
６
月
か
ら
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
に
お
い
て
、
筑
後

川
流
域
で
は
総
降
水
量
が

多
い
と
こ
ろ
で
５
０
０
ミ
リ

を
超
え
、
平
年
の
７
月
１
ヶ

月
分
の
降
水
量
を
超
え
る

大
雨
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、
福
岡
県
朝
倉
市
や
大
分

県
日
田
市
等
で
24
時
間
降

水
量
の
値
が
観
測
史
上
１

位
（
令
和
５
年
６
月
時
点
）

の
値
を
更
新
し
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

寺
内
ダ
ム
が
あ
る
佐
田

川
流
域
に
お
い
て
も
大
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、当

　

今
回
紹
介
し
た
３
事
業
の
事
業
着
手
に
当
た
り
、
利
水
者
を

始
め
、
関
係
行
政
機
関
及
び
学
識
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、そ
し
て
多
く
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
着
手
に
当
た
っ
て
は
、朝
倉
ダ
ム
総
合
事
業
所（
寺
内
ダ

ム
再
生
事
業
・
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
）
を
新
た
に
設

置
し
た
ほ
か
、
筑
後
川
下
流
用
水
管
理
所
を
筑
後
川
下
流
用
水

事
業
所
に
改
組
し
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の
計
画
的
か
つ
的
確
な
実
施
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

従来の米や麦のほかアスパラガスやイチゴなど新たな農業経営も展開

老朽化が進む導水路

筑後導水路筑後導水路

佐賀東部導水路佐賀東部導水路

流量調整バルブ扉体腐食流量調整バルブ扉体腐食

許容範囲を超えるたわみの発生（FRPM管）許容範囲を超えるたわみの発生（FRPM管）

正常状態
たわみ状況

整備が待たれるクリーク法面

法面崩壊による道路浸食法面崩壊による道路浸食

当初事業による健全な状態の護岸当初事業による健全な状態の護岸

（
洪
水
時
最
高
水
位
）の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
利
水
者
の

協
力
を
得
て
容
量
振
替
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
調
節
容
量

を
現
在
の
７
０
０
万
㎥
か
ら
８
８
０
万
㎥
に
増
大
さ
せ
る
と
と

も
に
、
非
常
用
洪
水
吐
き
の
改
造
を
行
う
こ
と
で
治
水
機
能
の

向
上
を
図
る
も
の
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。河
川
管
理
者
が
行
う
河
川
改
修
と
併
せ
て
寺
内
ダ
ム
再
生

事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
と
同
規

模
の
洪
水
に
対
し
て
被
害
の
防
止
ま
た
は
軽
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

時
は
渇
水
傾
向
に
あ
り
、寺
内
ダ
ム
貯
水
池
の
水
位
が
低
く
、洪

水
調
節
容
量
に
加
え
て
利
水
容
量
内
に
も
洪
水
を
貯
留
で
き
る

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、利
水
容
量
内
に
洪
水
を
貯

留
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
と

同
規
模
の
大
雨
が
発
生
し
た
場
合
、
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
被
害

が
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。ま
た
、
地
元
か
ら
も
、
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
の
強

い
要
望
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、寺
内
ダ
ム
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位平成29年7月九州北部豪雨時の寺内ダムの洪水貯留状況

サーチャージ水位の見直し及び容量振替による洪水調節容量の確保

最高水位引き上げに対応する非常用洪水吐きの改造（イメージ）

洪水防災操作前（平成29年7月5日10時撮影）洪水防災操作前（平成29年7月5日10時撮影）洪水防災操作後（平成29年7月6日8時撮影）洪水防災操作後（平成29年7月6日8時撮影）

洪水を
貯留
洪水を
貯留

再生後 現　行
す
。万
一
、
施
設
が
損
壊
し
た
場
合
に
は
、
代
替
施
設
が
な
く
中

長
期
の
取
水
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
地
域
の
営
農
に
計
り

知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
早
急
な

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
、
地
震
対
策
・
施
設
更
新
対
策（
老

朽
化
対
策
）及
び
農
地
防
災
対
策（
ク
リ
ー
ク
法
面
対
策
）を
行

う
こ
と
に
よ
り
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、並
び
に
災
害
の
未
然

防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理
労
力
等
の
軽
減
を

図
り
、
農
業
生
産
性
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、造
成
後
約
40
年
が
経
過
し
、導
水
管
に
許
容
範
囲
を
超

え
る
た
わ
み
の
発
生
な
ど
水
路
施
設
の
機
能
低
下
や
電
気
・
機

械
設
備
の
故
障
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
幹
線
水
路
の
ク
リ
ー
ク
の
法
面
崩
落
に
よ
り
貯
水

機
能
や
排
水
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。ク
リ
ー
ク
は

貯
水
機
能
及
び
排
水
機
能
を
有
す
る
本
地
域
特
有
の
水
路
で
す

が
、地
域
の
洪
水
調
節
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。洪
水
調
節

を
行
う
た
め
の
ク
リ
ー
ク
の
先
行
排
水
操
作
や
回
復
操
作
時
に

は
、ク
リ
ー
ク
内
の
流
速
が
早
く
、水
位
変
動
も
大
き
く
な
る
た

め
、護
岸
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
が
実
施
さ
れ
る
地
域
は
、筑
後
平
野
、佐
賀
平
野
に
ま
た

が
る
全
国
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
米
・
麦
・
大
豆
を
中
心

と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
を
主
体
と
し
、
水
田
畑
利
用
に
よ
る

野
菜
作
等
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

お
わ
り
に

寺
内
ダ
ム
再
生
事
業

の
り
め
ん

佐田川
→

佐田川
→

貯水池に流れ込んだ大量の流木貯水池に流れ込んだ大量の流木

撮影：国土交通省「はるかぜ号」撮影：国土交通省「はるかぜ号」

5 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 特集  九州が熱か！！● 4
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